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早期実施事項 
（2010年度に実施する事項） 

Ⅵ 雇用・人材戦略 ～子どもの笑顔あふれる国・日本～ 

2011年度に 
実施すべき事項 

2013年度までに 
実施すべき事項 

2020年までに 
実現すべき成果目標 

５．世界と日本を支える人材を生み出す高等教育 
世界の大学ランキングでの
上位校の増加 

質の高い外国人学生30万人
の受入れ 

日本人学生等30万人の海外
交流 

日本企業のマネジメント層の
国際経験を、東アジアトップ
レベルに引上げ 

 
社会人入学者数の増加 
 
潜在的就労者の社会参画 
 
大学等の行うキャリアアップ

の取組の利便性・質の向上 

・大学の外国語教育・国際化の取組への支援と拠点形成、外国大学との大学間交流や相互単位認定の拡大 
・大学生・高校生の海外交流支援の強化、外国人教職員・学生の戦略的受入れの促進 
・TOEFL/TOEICの大学・企業での活用、外国人学生の日系企業就職支援、企業等におけるグローバル人材の育成・登用の強化 

 

・ジョブ・カードとの連携強化 
・多様な人材養成ニーズに応える大学間連携 
・地域大学・高等専門学校・専門学校の活用 
 

職業教育の質保証枠組み設定の
パイロットプロジェクトの開始 

情報通信技術関連等主な職業分野に関する教
育プログラムの開発 

「社会人の学修支援プラン」の実施 

専修学校への単位制・通信制の
導入 

・大学教育のグローバル化と英語・中国語等の外国語教育の強化 
•日本人学生等の海外交流促進と外国人学生の戦略的獲得 

•国際化対応ビジネス人材の育成 

 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
日
本
人
の
育
成 

サーティフィケート（履修証明）の
制度・運用改善 

「キャリア段位」制度

（日本版NVQ）と 
大学・専門学校等の

教育システムとの連

携（2011年度～） 

早期実施事項 
（2010年度に実施する事項） 

Ⅵ 雇用・人材戦略 ～「出番」と「居場所」のある国・日本～  

2011年度に 
実施すべき事項 

2013年度までに 
実施すべき事項 

2020年までに 
実現すべき成果目標 

職業訓練の在り方に関する検討開始
（訓練を受ける者の選択に資する仕
組みの検討を含む。）              

 
技術革新等に対応した公共職業訓練
のカリキュラムの見直し及び教官の養
成 
                   

６．「実践キャリア・アップ戦略」の推進 

・「実践キャリア・アップ戦略」の推進
体制の整備 
・５か年目標及び導入プランの策定                
                    等 

・職業能力を客観的に評価する「キャリア段位」制度の導入（「日本版ＮＶＱ」の創設） 
・大学・専門学校等の教育システムとの連携 

ジョブ・カード取得者 300万人 
日本版NVQへの発展 

大学のインターンシップ実施率：100％ 
大学への社会人入学者数：９万人 

専修学校での社会人受入れ総数：15万人 
自己啓発を行っている労働者の割合 

正社員70％、非正社員50％ 
公共職業訓練受講者の就職率： 
施設内80％、委託65％     ＊ 

・民間に委託する公共職業訓練の分
野・業務の拡大 
・民間活用の際の成果報酬制度の
拡充                   

Ⅵ 雇用・人材戦略 ～子どもの笑顔あふれる国・日本～ 
３．国と未来を開く基礎となる初等中等教育 

教育内容の充実 

・学習内容定着度の調査やそのデータ蓄積に基づく教育課程の改善等の検討 
・産業界や地域人材の活用 

重要能力・スキルの確実な習得 
・課題発見・解決能力や論理的思考力、コミュニケーション能力の育成 
・外国語教育、理数教育、情報教育、キャリア教育・職業教育の充実 OECD生徒の学習到

達度調査等で世界トッ
プクラスの順位 
 ※後略 

子どもの学力と 
挑戦力の向上 

－73－

－74－
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